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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
論文 [5] はなんかすごい難しいことしてる，多分ホイットニーの拡張定理の続きの話し
てほとんど至る所全微分可能などの話をしている．
論文 [4] はルベーグ測度の変数変換公式の話である．論文 [1] もそういう話でなるべく
ちいさい仮定で変数変換公式を証明しているようだ．大体これを読んでみるといいかも知
れない．論文 [3]もそういう話．
論文 [2] はステパノフの定理の話である．ラーデマヒャーの定理とはリプシッツ関数は
ほとんど至る所微分可能という話で，ステパノフの定理はこれのさらに一般化であり，大
体リプシッツである点でフレシェ微分可能ということを言っている．
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